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６月13日、町内各所で「花いっぱい運動」が実施されました。
“サルビア”“マリーゴールド”“ベゴニア”などを婦人団体連絡協議会、

老人クラブ、ＴＤＫ社友会などボランティアの方々が「きれいに咲いてね」
と気持ちを込めて植えてくれました。
これからの季節、みなさんの目を楽しませてくれるでしょう。

▲勤労青少年ホーム前にて

「きれいに咲いてね」－花いっぱい運動－
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▲職員を前にあいさつ「町政の主役は住民」

６
月
３
日
、
佐
藤
吉
寛

新
町
長

が
金
浦
町
役
場
に
初
登
庁
し
ま
し
た
。

庁
舎
玄
関
前
で
花
束
を
受
け
取
り
、

出
迎
え
た
職
員
に
笑
顔
で
応
え
ま
し

た
。登

庁
後
に
は
さ
っ
そ
く
職
員
を
前

に
「
町
政
の
主
人
公
は
住
民
で
す
。

住
民
に
分
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
親

切
に
接
し
て
ほ
し
い
。」、「
困
難
を

乗
り
越
え
る
と
き
こ
そ
住
民
と
町
政

の
発
展
を
想
い
、
自
分
を
高
め
る
チ

ャ
ン
ス
と
捉
え
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
。
愛
す
る
ふ
る
さ
と
金
浦
町
が
有

終
の
美
で
飾
れ
る
よ
う
一
緒
に
力
を

合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
」

と
訓
示
し
ま
し
た
。

花束を受取り初登庁する佐藤町長

今
期
限
り
で
引
退
す
る
佐
々
木
前

町
長
が
６
月
２
日
、
役
場
で
退
任
の

あ
い
さ
つ
を
し
、
助
役
時
代
を
含
め

て
19
年
間
働
い
た
庁
舎
を
後
に
し
ま

し
た
。

あ
い
さ
つ
で
は
、「
10
月
１
日
の

に
か
ほ
市
誕
生
ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ

細
か
な
問
題
が
色
々
と
残
っ
て
い
る
。

に
か
ほ
市
発
展
の
た
め
新
町
長
に
協

力
し
、
有
終
の
美
を
飾
っ
て
ほ
し
い
。

３
期
12
年
の
町
長
在
籍
中
は
、
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
た

い
。」
と
職
員
に
激
励
と
感
謝
の
気

持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

庁
舎
玄
関
前
で
は
、
見
送
り
に
出

た
職
員
ら
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
声

を
掛
け
、
拍
手
に
送
ら
れ
て
庁
舎
を

後
に
し
ま
し
た
。

佐
々
木
前
町
長
が
退
任

「
あ
り
が
と
う
」
と
笑
顔

佐
々
木
収
入
役
と
齊
藤
教
育

長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た

仁
賀
保
地
区
水
防
訓
練
大
会▲川倉工法

６
月
４
日
、
仁
賀
保
町
立
居
地
地

内
（
白
雪
川
堤
防
）
で
仁
賀
保
地
区

水
防
訓
練
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

総
勢
10
隊
が
参
加
し
て
訓
練
に
臨
み

ま
し
た
。
訓
練
内
容
は
「
大
雨
に
よ

り
水
位
の
上
が
っ
た
白
雪
川
」
を
想

定
し
、
堤
防
を
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で

保
護
し
決
壊
を
防
ぐ
「
シ
ー
ト
張
り

工
法
」、
強
さ
の
増
す
川
の
流
れ
を

抑
え
る
た
め
、
ロ
ー
プ
で
固
定
し
た

杉
の
枝
を
川
に
投
げ
込
む
「
木
流
し

工
法
」
な
ど
の
４
種
目
。

訓
練
を
兼
ね
つ
つ
作
業
時
間
と
完

成
度
を
競
う
大
会
で
も
あ
る
こ
と
か

▲19年間働いた役場を後にする佐々木松美前町長

齊藤 健二
前教育長

佐々木 勝利
前収入役

６
月
15
日
付
で
、
佐
々
木
勝
利
収

入
役
と
齊
藤
健
二
教
育
長
が
退
任
さ

れ
ま
し
た
。

佐
々
木
収
入
役
は
平
成
15
年
４
月

か
ら
２
年
２
カ
月
に
わ
た
り
町
の
金

庫
番
と
し
て
、
会
計
の
適
正
な
管
理

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
齊
藤
教
育
長
は
平
成
13
年

10
月
か
ら
町
の
教
育
長
と
し
て
３
年

10
カ
月
に
わ
た
り
町
の
教
育
行
政
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
20
日
付
で
、
金
浦
町
役
場
職

員
の
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

金
浦
町
役
場
職
員
人
事
異
動

（

）は
旧
職
名

総
務
課
主
幹
兼
課
長

™

三
　
浦
　
忠
　
彦

（
仁
賀
保
地
区
衛
生
施
設
組
合
所
長
）

収
入
役
室
主
幹
兼
室
長

™
佐
　
藤
　
定
　
夫

（
総
務
課
主
幹
兼
課
長
）

ガ
ス
水
道
事
業
所
主
幹
兼
所
長

™

小
　
柳
　
伸
　
光

（
社
会
教
育
課
主
幹
兼
課
長
）

仁
賀
保
地
区
衛
生
施
設
組
合
所
長

™

佐
々
木
　
義
　
明

（
学
校
教
育
課
長
）

学
校
教
育
課
主
幹
兼
課
長

™

佐
　
藤
　
金
　
矢

（
ガ
ス
水
道
事
業
所
主
幹
兼
所
長
）

社
会
教
育
課
主
席
課
長
補
佐

™

佐
々
木
　
　
　
完

（
企
画
課
主
席
課
長
補
佐
）

ら
、
参
加
し

た
団
員
は
災

害
時
と
同
様

に
緊
張
感
を

持
ち
な
が
ら

作
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま

し
た
。
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６月町議会定例会

平
成
17
年
の
第
６
回
町
議
会
定
例
会
が
、

６
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

13
日
の
初
日
は
、
佐
藤
町
長
に
よ
る
所

信
表
明
、
町
政
報
告
の
後
、
一
般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
条
例
、

予
算
な
ど
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

町
政
報
告
の
前
に
、
ひ
と
言
、
所
信
を

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
の
12
年
ぶ
り
の
町
長
選
挙
で
町

民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
支
持
を
得
て
当

選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
去
る
６
月

３
日
か
ら
新
町
長
と
し
て
登
庁
し
、
休
日

を
含
め
て
今
日
で
11
日
目
で
す
が
、
職
員

の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
フ
ル
回
転

し
な
が
ら
町
政
を
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
議
会
の
皆
様
か
ら
も
、
ご
指
導
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
選
挙
は
、
町
政
を
も
っ
と
解

か
り
易
く
町
民
の
身
近
な
も
の
に
し
て
欲

し
い
。
色
々
な
問
題
が
あ
る
が
、
本
当
は

ど
う
な
の
か
真
実
を
明
ら
か
に
し
て
欲
し

い
と
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
憤
り
に
も
似
た

不
満
や
批
判
が
爆
発
し
た
よ
う
な
選
挙
で

し
た
。

そ
し
て
、
審
判
は
下
り
ま
し
た
。
潔
く
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
審
判
に
従
い
、
選
挙
で

の
わ
だ
か
ま
り
を
捨
て
て
町
民
一
丸
と
な

っ
て
金
浦
町
の
改
革
・
発
展
の
た
め
に
努

力
す
る
こ
と
こ
そ
が
今
こ
れ
か
ら
一
番
大

事
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

新
町
長
に
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
ふ
る

さ
と
金
浦
町
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、

誰
も
が
自
分
の
意
見
を
自
由
に
述
べ
、
そ

し
て
聞
い
て
も
ら
え
る
。
勿
論
、
自
分
の

言
動
に
対
し
て
は
責
任
を
持
ち
、
決
定
し

た
こ
と
に
対
し
て
は
潔
く
従
う
。
全
て
に

公
平
で
、
清
廉
な
明
る
い
町
政
、
言
わ
ば

町
政
の
民
主
主
義
そ
の
も
の
が
望
ま
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
う

し
た
町
民
の
皆
さ
ん
の
付
託
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
常
に
初
心
を
忘
れ
ず
に
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

町
長
が
代
わ
り
、
し
か
も
助
役
が
お
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
か
な
る
状

況
下
に
あ
っ
て
も
町
政
の
停
滞
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
更
に
は
、
10
月
１
日
に
は
仁
賀

保
３
町
が
合
併
し
て
新
市「
に
か
ほ
市
」が

誕
生
し
ま
す
。
通
常
の
仕
事
に
こ
の
合
併

に
伴
う
仕
事
が
加
わ
り
、
こ
れ
か
ら
一
層

多
忙
な
毎
日
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
各
課
長
は
じ
め
全
職
員
の
皆
さ
ん

が
持
っ
て
い
る
力
、
能
力
を
信
頼
し
、
こ

の
難
し
い
、
多
忙
な
時
期
を
乗
り
越
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

先
日
の
全
職
員
へ
の
訓
示
の
中
で
も
、

今
ま
で
以
上
に
効
率
的
で
町
民
本
位
の
仕

事
を
す
る
よ
う
に
、
ま
た
、
今
が
金
浦
町

の
歴
史
の
最
後
を
飾
る
総
仕
上
げ
の
時
で

あ
り
、
こ
の
大
切
な
仕
事
を
や
り
遂
げ
る

こ
と
は
、
自
分
自
身
を
高
め
る
絶
好
の
チ

ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
取
り
組
ん
で
欲
し
い

と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
大

事
業
は
、
町
長
と
役
場
職
員
は
勿
論
の
こ

と
、
議
員
の
皆
さ
ん
、
町
民
の
皆
さ
ん
、

金
浦
町
の
全
て
の
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
の
持
ち
場
持
ち
場
で
知
恵
を
出
し
合

い
、
協
力
し
て
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
無
意
識
の
う
ち

に
も
、
今
既
に
こ
の
大
事
業
に
取
り
掛
か

っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、

金
浦
町
最
後
の
一
頁
を
有
終
の
美
で
飾
る

べ
く
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

■
市
町
村
合
併

去
る
５
月
26
日
、
第
24
回
の
合
併
協
議

会
が
４
カ
月
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
合
併
協

議
会
の
平
成
16
年
度
決
算
及
び
平
成
17
年

度
予
算
、
新
市
の
事
務
組
織
及
び
機
構
に

つ
い
て
の
報
告
と
、
新
市
の
市
章
に
つ
い

て
の
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

新
市
の
組
織
機
構
に
つ
い
て
は
、
そ
の

整
備
方
針
や
分
庁
方
式
に
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
を

基
本
に
作
成
さ
れ
た
も
の
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
で
、
分
庁
方
式
に
よ
り
金

浦
庁
舎
に
は
産
業
建
設
部
、
農
業
委
員
会

ま
た
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
は
教
育
委

員
会
が
入
り
ま
す
。
象
潟
庁
舎
に
は
総
務

部
、
議
会
事
務
局
、
収
入
役
室
、
選
挙
管

理
委
員
会
、
監
査
委
員
事
務
局
が
入
り
ま

す
。
ま
た
、
仁
賀
保
庁
舎
に
は
市
民
部
が
、

現
在
の
仁
賀
保
町
ガ
ス
水
道
事
業
所
に
は

ガ
ス
水
道
局
が
入
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

行
政
機
能
が
分
散
さ
れ
る
こ
と
を
補
う
た

め
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
各
庁
舎

に
設
置
し
、
ど
の
庁
舎
で
も
同
じ
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
今
ま

で
ど
お
り
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
お
り
ま
す
。

新
市
の
市
章
に
つ
い
て
は
応
募
要
領
を

定
め
、
市
章
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
、
応
募

さ
れ
た
作
品
か
ら
選
考
委
員
が
五
点
選
考

し
、
合
併
協
議
会
で
一
点
を
選
考
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
い
た
し

ま
し
て
も
、
新
市
誕
生
に
向
け
職
員
一
丸

と
な
っ
て
事
に
当
た
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
状
況

平
成
16
年
度
の
町
税
の
収
納
率
は
99
・

47
％
で
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
率
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
は

97
・
31
％
で
前
年
度
よ
り
０
・
81
％
減
収

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
県

内
の
景
気
も
徐
々
に
回
復
し
て
き
た
よ
う

所
信
表
明

金
浦
町
最
後
の
一
頁
を

有
終
の
美
で
！

町
政
報
告
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に
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
年
半
ば
に
き
て
足

踏
み
状
態
が
続
い
て
お
り
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
が
減
収
の

一
因
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
何
は
と
も
あ

れ
早
期
に
景
気
が
上
向
い
て
欲
し
い
も
の

と
思
っ
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
国
際
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
０
５

昨
年
に
引
き
続
き
町
民
の
健
康
増
進
と

福
祉
の
向
上
、
体
力
維
持
並
び
に
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
に
今
年
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加

い
た
し
ま
し
た
。
国
内
の
対
戦
相
手
は
人

口
７
、０
１
７
人
の
長
野
県
喬
木
村（
た
か

ぎ
む
ら
）と
、
人
口
６
、２
４
９
人
の
島
根

県
飯
南
町（
い
い
な
ん
ち
ょ
う
）で
あ
り
ま

す
。
結
果
は
金
浦
町
が
82
・
７
％
、
喬
木

村
が
72
・
９
％
、
飯
南
町
が
68
・
６
％
で

金
浦
町
が
４
年
連
続
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
町
民
皆

様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
合
併
に
よ
り

「
に
か
ほ
市
」
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の

連
帯
感
を
生
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
が

受
け
継
が
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
今
後

と
も
啓
発
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

■
平
成
16
年
度
金
浦
町
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書

平
成
16
年
度
で
土
地
開
発
に
伴
う
用
地

測
量
委
託
料
と
し
て
予
算
計
上
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
農
地
転
用
許
可
申
請
等
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
事
業
の

遂
行
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
用
地
測
量

委
託
料
を
平
成
17
年
度
に
繰
り
越
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

■
議
案
第
四
十
一
号

金
浦
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
伊

藤
利
男
氏
が
任
期
満
了
と
な
る
た
め
引
き

続
き
伊
藤
氏
を
適
任
と
認
め
議
会
の
同
意

を
求
め
た
も
の
で
す
。

■
議
案
第
四
十
二
号

秋
田
県
町
村
土
地
開
発
公
社
の
設
立
団

体
か
ら
の
脱
退
に
つ
い
て

仁
賀
保
町
、
金
浦
町
、
象
潟
町
を
廃
し
、

そ
の
区
域
を
も
っ
て
に
か
ほ
市
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
脱
退
す
る
も
の
で
す
。

■
議
案
第
四
十
三
号

秋
田
県
町
村
土
地
開
発
公
社
定
款
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

比
内
町
、
田
代
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域

を
も
っ
て
大
館
市
へ
編
入
合
併
す
る
こ
と

に
よ
り
、
秋
田
県
町
村
土
地
開
発
公
社
を

脱
退
す
る
た
め
で
す
。

■
議
案
第
四
十
四
号

秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
秋

田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
中

に
市
町
村
合
併
に
伴
い
脱
退
及
び
加
入
並

び
に
名
称
を
変
更
す
る
団
体
が
生
じ
た
た

め
で
す
。

■
議
案
第
四
十
五
号

秋
田
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て

秋
田
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
中
に
市
町
村
合
併

に
よ
り
同
組
合
を
脱
退
及
び
加
入
す
る
団

体
が
生
じ
た
た
め
で
す
。

■
議
案
第
四
十
六
号

平
成
17
年
度
金
浦
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

平
成
17
年
度
一
般
会
計
に
２
億
４
、
７

０
６
万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

33
億
５
、
２
２
７
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

○
主
な
補
正

¡

庁
舎
事
務
室
改
修
、
外
壁
・
内
部
各
所

修
繕
工
事
　
　
６
、
８
２
９
万
７
千
円

¡

南
極
フ
ェ
ア
　
　
　
　
　
１
５
０
万
円

¡

児
童
公
園
遊
具
設
置
工
事
２
３
０
万
円

¡

町
営
住
宅
外
壁
工
事
　

１
、
９
７
３
万
６
千
円

¡

中
学
校
吹
奏
楽
部
楽
器
購
入
補
助
金

２
９
７
万
２
千
円

¡

白
瀬
記
念
館
野
外
ト
イ
レ
改
修
、
南
極

氷
展
示
コ
ー
ナ
ー
設
置
工
事４

０
０
万
円

¡

サ
ッ
カ
ー
場
駐
車
場
整
備
工
事

４
３
０
万
円

■
議
案
第
四
十
七
号

平
成
17
年
度
金
浦
町
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
17
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
に
２
、
１
０
１
万
９
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
４
億
８
、
３
０
１
万
９
千
円

と
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
四
十
八
号

平
成
17
年
度
金
浦
町
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
17
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
に
６

１
８
万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

５
億
１
、
９
０
３
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
四
十
九
号

平
成
17
年
度
金
浦
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
17
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

に
52
万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

４
５
７
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
五
十
号

平
成
17
年
度
金
浦
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
17
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
に
30
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
２
、
５
１
０
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
五
十
一
号

平
成
17
年
度
金
浦
町
ガ
ス
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
17
年
度
ガ
ス
事
業
会
計
資
本
的
収

入
に
５
０
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
１
億
２
、
３
０
０
万
円
と
し
、
資
本
的

支
出
に
６
０
６
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
１
億
５
、
０
８
６
万
４
千
円
と

し
ま
し
た
。

■
議
案
第
五
十
二
号

平
成
17
年
度
金
浦
町
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
17
年
度
水
道
事
業
会
計
資
本
的
収

入
に
２
、
５
０
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
６
、
０
０
０
万
円
と
し
、
資
本
的

支
出
に
２
、
５
９
１
万
３
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
１
億
２
、
８
８
０
万
５
千
円

と
し
ま
し
た
。

６月町議会定例会

可
決
さ
れ
た
議
案
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■
執
念
の
出
航

明
治
四
十
三
年
十
一
月
二
十
八
日
、

芝
浦
の
埋
立
地
で
開
か
れ
た
壮
行
会
は
、

三
万
人
と
も
五
万
人
と
も
い
わ
れ
る
群

集
の
熱
気
に
湧
き
返
っ
て
い
ま
し
た
が
、

肝
心
な
開
南
丸
の
方
で
は
積
荷
作
業
の

遅
れ
と
干
潮
に
よ
る
船
底
の
つ
か
え
で
、

出
航
で
き
ず
、
結
局
二
十
九
日
に
持
ち

越
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
九
日
、
午
後
零
時
三
〇

分
、
開
南
丸
は
や
っ
と
芝
浦
の
岸
壁
を

離
れ
ま
し
た
。
ま
だ
積
荷
が
甲
板
に
雑

然
と
転
が
っ
て
い
る
中
、
隊
員
一
同
は

整
列
し
て
、
岸
壁
の
人
々
の
見
送
り
に

答
礼
し
つ
つ
遠
ざ
か
る
故
郷
を
見
つ
め

て
い
ま
し
た
。
そ
の
胸
中
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

と
く
に
矗
は
、
十
一
歳
に
し
て
探
険

家
を
志
し
て
以
来
、
ほ
ぼ
四
十
年
、
こ

の
日
の
た
め
に
か
ら
だ
を
鍛
え
、
心
を

鋼
鉄
の
よ
う
に
練
り
上
げ
て
き
た
の
で

す
。
矗
は
「
こ
れ
ま
で
の
辛
苦
や
心
労

の
数
々
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
駆
け
め
ぐ

っ
た
」
と
い
い
、
と
り
わ
け
、
こ
の
数

カ
月
間
の
準
備
期
間
が
一
番
辛
か
っ
た

と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
い
か
に
も
実
感

の
こ
も
っ
た
言
葉
で
す
。

開
南
丸
は
多
く
の
人
々
や
周
り
の

船
々
か
ら
祝
福
を
受
け
な
が
ら
、
芝
浦

の
岸
壁
を
離
れ
、
東
京
湾
を
南
下
し
ま

し
た
。

良
く
も
悪
く
も
開
南
丸
に
命
を
預
け

た
一
蓮
托
生
の
仲
間
、
上
陸
隊
員
と
船

員
合
わ
せ
て
二
十
七
名
。
こ
の
メ
ン
バ

ー
が
こ
れ
か
ら
毎
日
、
狭
い
船
内
で
顔

を
つ
き
合
わ
せ
て
、
笑
っ
た
り
、
怒
っ

た
り
、
い
が
み
合
っ
た
り
し
な
が
ら
も
、

結
局
は
全
員
力
を
合
わ
せ
て
、
南
極
ま

で
の
大
航
海
を
乗
り
切
っ
て
い
く
の
で

す
。ち

な
み
に
、
開
南
丸
が
芝
浦
の
岸
壁

を
離
れ
た
十
一
月
二
十
九
日
、
当
面
の

ラ
イ
バ
ル
、
ス
コ
ッ
ト
隊
は
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
ダ
ニ
ー
デ
ィ
ン
を
出
航
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
を

矗
た
ち
は
知
り
ま
せ
ん
。

甲
板
や
船
倉
に
積
み
込
ん
だ
荷
が
ま

だ
き
ち
ん
と
整
頓
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
航
海
を
続
け
れ
ば
、
外
海
の

波
の
大
き
さ
に
揺
す
ら
れ
て
積
荷
が
散

乱
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
失

い
、
操
舵
不
能
と
な
っ
た
り
、
嵐
の
な

か
で
は
転
覆
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
房
総
半
島
大
賀
村
沖
に
投と

う

錨
び
ょ
う

し
て
積
荷
を
整
頓
、
固
定
し
た
上

で
抜ば

つ

錨
び
ょ
う

し
た
が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
天

候
が
悪
化
し
て
き
ま
し
た
。

野
村
船
長
は
、
こ
の
ま
ま
船
を
進
め

る
か
、
い
っ
た
ん
館
山
に
引
き
返
す
か
、

判
断
に
苦
し
み
ま
し
た
が
、
船
員
た
ち

は
昨
日
の
朝
か
ら
ほ
と
ん
ど
不
眠
不
休

で
働
い
て
い
ま
す
。
こ
の
上
、
暴
風
雨

の
中
を
進
め
る
の
は
危
険
と
考
え
て
、

館
山
に
引
き
返
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

開
南
丸
の
航
跡
は
、
こ
こ
で
ま
た
も

一
日
足
止
め
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

ど
こ
ま
で
不
運
に
つ
き
ま
と
わ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
午
後
三
時
十
二
分
、

館
山
港
に
入
っ
て
風
雨
を
避
け
ま
す
。

翌
十
二
月
一
日
、
暴
風
雨
は
依
然
衰

え
ま
せ
ん
。
し
か
し
野
村
船
長
は
、
全

員
に
「
ス
タ
ン
バ
イ
」
を
命
じ
ま
し
た
。

船
員
た
ち
は
交
代
で
休
息
を
と
っ
た
こ

と
か
ら
、
疲
労
は
か
な
り
回
復
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
し
か
し
、
北
の
強
風

は
な
お
激
浪
を
捲
き
上
げ
、
海
面
を
激

し
く
う
ね
ら
せ
て
い
ま
す
。
普
段
な
ら

と
て
も
出
航
で
き
る
状
態
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
午
前
七
時
二
十
分
、
野
村

船
長
は
「
帆
走
せ
よ
」
の
命
令
を
下
し
、

出
航
を
強
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
も
う

出
航
の
執
行
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

出
発
前
に
「
館
山
ま
で
行
か
ぬ
う
ち

に
沈
没
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
世
間
で
言

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
隊
員
た
ち
は
み

な
知
っ
て
い
ま
す
。
野
村
船
長
の
決
断

は
そ
ん
な
世
間
へ
の
意
地
か
ら
で
は
も

ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
が
、
結
果
的
に
は

O

世
間
へ
の
挑
戦ø

と
み
ら
れ
な
く
も

あ
り
ま
せ
ん
。

※
参
考
引
用
文
献

白
瀬
京
子
『
雪
原
へ
ゆ
く
』

６
月
６
日
、
朝
日
新
聞
社
の
中
山

由
美
記
者
と
武
田
剛
カ
メ
ラ
マ
ン
を

金
浦
小
学
校
に
迎
え
南
極
報
告
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
両
氏
は
朝
日
新
聞

が
創
刊
１
２
５
周
年
を
迎
え
た
こ
と

を
記
念
し
、
第
45
次
南
極
観
測
隊
と

し
て
平
成
15
年
11
月
か
ら
平
成
17
年

３
月
ま
で
の
１
年
４
カ
月
間
、「
南

極
支
局
」
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

特
に
中
山
記
者
は
女
性
記
者
と
し
て

初
め
て
越
冬
生
活
を
送
り
、
昭
和
基

地
で
暮
ら
す
隊
員
た
ち
の
生
活
ぶ
り

や
百
万
年
前
の
氷
の
調
査
ま
で
幅
広

く
取
材
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
両
氏
は
南
極
へ
出
発
す
る
前

に
は
金
浦
小
学
校
を
一
度
訪
れ
、
児

童
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、「
国
境
の
な
い
大
陸

フ
ォ
ト
ム
ー
ビ
ー
」
と
題
し
武
田
氏

が
南
極
で
カ
メ
ラ
に
収
め
た
約
２
０

０
枚
の
写
真
を
ム
ー
ビ
ー
に
し
て
鑑

賞
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、
南
極

の
自
然
や
か
わ
い
い
ペ
ン
ギ
ン
の
姿
、

神
秘
的
で
躍
動
す
る
オ
ー
ロ
ラ
、
基

地
で
生
活
す
る
隊
員
た
ち
の
姿
に
感

動
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た「
子
ど
も
た
ち
と
の
Ｑ
＆
Ａ
」

で
は
、
児
童
ら
か
ら
「
こ
の
ま
ま
温

暖
化
が
進
め
ば
南
極
の
氷
は
ど
う
な

る
の
？
」「
南
極
で
は
ど
の
よ
う
な

動
植
物
が
生
き
て
い
る
の
？
」
な
ど

の
質
問
が
飛
び
、
中
山
記
者
と
武
田

カ
メ
ラ
マ
ン
は
「
温
暖
化
の
影
響
が

南
極
の
氷
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
る
か
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
、
氷
が
全
部
解
け
る
と
海
面
が

70
ｍ
ほ
ど
上
昇
す
る
。
現
在
、
世
界

中
で
研
究
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
基
地

付
近
で
は
ア
デ
リ
ー
ペ
ン
ギ
ン
や
ア

ザ
ラ
シ
な
ど
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
南
極
で
は
草
花
は
見
ら
れ
な
い
。

ご
く
稀
に
コ
ケ
類
な
ど
が
あ
る
程

度
。」
と
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。
報

告
会
の
最
後
に
は
、
両
氏
が
南
極
へ

出
発
す
る
時
に
金
浦
小
学
校
の
児
童

が
２
人
へ
向
け
て
寄
せ
書
き
し
た
と

い
う
南
極
旗
を
手
に
記
念
撮
影
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
報
告
会
へ
は
、
小
学

校
児
童
の
ほ
か
、
金
浦
中
学
校
生
徒
、

保
護
者
ら
一
般
の
方
々
も
参
加
し
ま

し
た
。

▲児童らの質問に答える中山記者（右）
と武田カメラマン

金
浦
小
学
校
で
南
極
報
告
会

朝
日
新
聞
社
中
山
由
美
記
者
と
武
田
剛
カ
メ
ラ
マ
ン
が
報
告
会

郷
土
の
偉
人 

白
瀬
　
矗 

（
第
五
十
回
）
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よ
い
よ
、
こ
と
し
も
夏
の
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今

年
も
暑
く
な
り
そ
う
で
す
が
、
こ
こ

で
心
配
な
の
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費

で
す
。
地
球
温
暖
化
が
叫
ば
れ
て
久

し
く
、
二
月
に
は
温
暖
化
を
防
ぐ
た

め
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
削
減
を
国
際

的
に
約
束
す
る
「
京
都
議
定
書
」
が

発
効
し
ま
し
た
。

し
か
し
、「
温
暖
化
」
や
「
自
分

た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
」
が
自

分
た
ち
の
生
活
に
ど
う
影
響
し
ど
う

跳
ね
返
っ
て
く
る
の
か
普
段
の
生
活

の
中
で
は
分
か
り
に
く
い
の
も
事
実
。

そ
れ
で
も
温
暖
化
は
確
実
に
進
ん
で

お
り
、
私
た
ち
は
力
を
合
わ
せ
て
こ

れ
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
過
去
百
年
の
間
に
気
温

が
約
１
度
近
く
上
昇
し
ま
し
た
。
こ

の
ま
ま
地
球
が
暖
か
く
な
る
と
、
２

１
０
０
年
に
は
最
大
で
５
・
８
度
上

昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
温
暖
化
の
影
響
は
？

減
少
に
よ
る
食
糧
や
水

の
確
保
が
難
し
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
い
っ

た
声
も
聞
こ
え
ま
す
。

世
界
中
で
は
た
く
さ
ん

の
人
が
飢
え
に
苦
し
ん

で
い
ま
す
。
地
球
の
温

暖
化
で
気
候
が
変
化
す

れ
ば
さ
ら
に
追
い
詰
め

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
私
た
ち
の
国
、
日
本

で
は
食
べ
残
し
や
売
れ

残
り
の
食
べ
物
が
溢
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、

日
本
が
食
糧
輸
入
大
国

こ
れ
は
、
地
球
の
空
気
中
に
あ
る

二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
、
フ
ロ
ン
ガ

ス
な
ど
の
気
体
が
太
陽
か
ら
の
熱
を

つ
か
ま
え
て
温
室
の
よ
う
に
地
球
を

暖
め
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
ち
な
み

に
、
日
本
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
の
90
％
以
上
を
二
酸
化
炭

素
が
占
め
て
い
ま
す
。

気
温
が
上
が
る
こ
と
に
よ
る
洪
水

や
干
ば
つ
、
台
風
な
ど
の
異
常
気
象

の
増
加
か
ら
、
農
作
物
の
生
産
量
の

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
と
は
日
本
に
と
っ
て
非

常
に
大
き
な
問
題
で
す
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
は
、
い
ま
す

ぐ
私
た
ち
の
生
活
に
実
感
と
し
て
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
世

界
中
で
は
温
暖
化
に
起
因
す
る
と
い

わ
れ
る
影
響
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
は
大
丈
夫
だ
と
な
ぜ
言
え

る
で
し
ょ
う
？

自
分
の
子
供
達
が
住
む
未
来
の
地

球
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
ま
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
続

け
て
今
の
環
境
が
永
続
的
に
続
く
は

ず
が
無
く
、
そ
の
保
証
も
あ
り
ま
せ

ん
。２

０
０
５
年
夏
…
…
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ

と
を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

が
や
っ
て
来
た
！

が
や
っ
て
来
た
！ 

が
や
っ
て
来
た
！ 

1900
-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000

［℃］ 

気
温
平
年
差 

［年］ 

い

■
水
や
食
糧
の
不
足
が
心
配

日本における年平均気温の経年変化（1898～2002年）

出典：気象庁／気候変動監視レポート2002

▲現在の気温の上昇は、人類がかつて経験した事
のない急激な上がり方をしています。

写真はイメージです



7 広報このうら

一
人
一
人
が
対
策
を
！

２
０
０
５
年
２
月
、
地
球
温
暖
化

を
防
止
す
る
た
め
の
国
際
条
約
で
あ

る
京
都
議
定
書
が
発
効
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
日
本
は
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
を
２
０
０
８
年
か
ら
２
０

１
２
年
の
間
に
、
１
９
９
０
年
と
比

べ
て
６
％
削
減
す
る
と
い
う
目
標
が

課
せ
ら
れ
ま
し
た
。

政
府
は
、
京
都
議
定
書
の
約
束
を

守
り
、
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る

た
め
、
４
月
に
具
体
的
な
削
減
メ
ニ

ュ
ー
を
盛
り
込
ん
だ
「
京
都
議
定
書

目
標
達
成
計
画
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

計
画
決
定
を
受
け
政
府
は
、
地
球

温
暖
化
防
止
の
解
決
に
向
け
た
国
民

的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
チ
ー
ム
・
マ
イ

ナ
ス
６
％
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
こ
の
名
前
は
、
京
都
議
定
書
に

お
け
る
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
目
標
に
ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

計
画
の
中
に
は
企
業
向
け
の
対
策

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
住
民
の
み
な
さ

ん
に
期
待
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
で
は
、

家
庭
の
削
減
目
標
は
二
割
減
。
こ
の

目
標
達
成
に
は
省
エ
ネ
が
効
果
的
。

無
駄
な
電
化
製
品
の
待
機
電
力
、
テ

レ
ビ
の
主
電
源
の
つ
け
っ
ぱ
な
し
な

ど
は
や
め
、
必
要
な
と
き
に
必
要
な

だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
。

■
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％

月別環境家計簿 

電気 （ｋWh） 0.36 
都市ガス （ｍ３） 2.1 
LPガス （ｍ３） 6.3 
水道 （ｍ３） 0.58 
灯油 （リットル） 2.5 
ガソリン （リットル） 2.3 
アルミ缶 （本） 0.17 
スチール缶 （本） 0.04 
ペットボトル （本） 0.07 
ガラスビン （本） 0.11 
牛乳パック （本） 0.16 
食品トレー （枚） 0.008 
ごみ （㎏） 0.84 
合　計 

 使用量 排出量（㎏） 金額 
  0（㎏） 
  0（㎏） 
  0（㎏） 
  0（㎏） 
  0（㎏） 
  0（㎏） 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） a

 使用量 排出量（㎏） 金額 
  0（㎏） 
  0（㎏） 
  0（㎏） 
  0（㎏） 
  0（㎏） 
  0（㎏） 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） b

 使用量 排出量（㎏） 金額 
  0（㎏） 
  0（㎏） 
  0（㎏） 
  0（㎏） 
  0（㎏） 
  0（㎏） 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） ― 
  0（㎏） c

項目 

円 （ｃ－ａ）×６ 年間節約見込み額 

自
分
達
で
で
き
る
簡
単
な

省
エ
ネ
実
践
講
座

２
０
０
１
年
９
月
29
日
に
内
閣

府
は
全
国
の
成
人
男
女
５
、
０
０

０
人
を
対
象
に
実
施
し
た

「
地
球
温
暖
化
防
止
と
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の

結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
京
都
議
定
書
の
内
容
に

つ
い
て
、

「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
の
は

67
・
２
％（
知
っ
て
い
る
19
・
８
％
、

言
葉
だ
け
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

47
・
４
％
）

「
知
ら
な
い
」
は
31
・
１
で
し
た
。

未
来
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
け
ば
よ
い
か
、

そ
の
た
め
に
は

自
分
た
ち
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、

ぜ
ひ
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

最
近
、
「
環
境
家
計
簿
」

と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

家
庭
生
活
に
お
け
る
環
境
負

荷
量
の
収
支
を
計
算
す
る
も

の
で
、
よ
う
す
る
に
普
段
生

活
す
る
う
え
で
自
分
た
ち
が

い
く
ら
二
酸
化
炭
素
を
出
し

て
い
る
の
か
を
家
計
簿
と
し

て
記
帳
す
る
と
い
も
の
で
す
。

自
分
が
ど
れ
だ
け
二
酸
化
炭

素
を
出
し
て
い
る
か
計
算
し

て
み
て
は
？

■
意
識
を
変
え
る
…
…

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
必
要
な
分

だ
け
使
う

京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
が

期
待
す
る
６
つ
の
具
体
的
な
行
動

●
冷
房
は
28
度
に
設
定
し
よ
う

温
度
調
整
で
減
ら
そ
う

●
蛇
口
は
こ
ま
め
に
し
め
よ
う

水
道
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

●
エ
コ
製
品
を
選
ん
で
買
お
う

商
品
の
選
び
方
で
減
ら
そ
う

●
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
な
く
そ
う

自
動
車
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

●
過
剰
包
装
を
断
ろ
う

買
い
物
と
ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う

●
コ
ン
セ
ン
ト
を
こ
ま
め
に
抜
こ
う

電
気
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

暖房 
14.4%

給湯 
12.5%

一般 
廃棄物 
4.9% 冷房 

1.7%

水道3.5%

厨房 
3.4%照明･動力他 

30.1%

自家用 
自動車 
29.5%

約5,500［kgCO2／世帯］ 

世帯当たりCO2排出量 

2002年 

家庭からの二酸化炭素排出量の割合（2002年）
──用途別内訳──

出典：地球温暖化計画推進本部

環家
境計

簿

▲近くに用事は
徒歩や自転車で

▲テレビは
つけっぱなしにしない

○
テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に

し
な
い
。

○
使
っ
て
い
な
い
部
屋
の
明
か

り
は
消
す
。

○
近
く
に
用
事
や
会
社
へ
の
通

勤
な
ど
に
車
を
使
わ
な
い
。

○
身
体
を
洗
っ
て
い
る
間
な
ど
、

シ
ャ
ワ
ー
を
流
し
っ
ぱ
な
し

に
し
な
い
。

※
い
き
な
り
全
て
を
実
践
す
る

の
に
抵
抗
の
あ
る
と
き
は
、
テ

レ
ビ
番
組
を
一
つ
減
ら
す
と
か
、

コ
ン
セ
ン
ト
も
全
て
の
製
品
で

な
く
、
実
行
で
き
そ
う
な
も
の

か
ら
。
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６
月
11
日
、
勢
至
保
育
園
で
「
運

動
会
ご
っ
こ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
か
ら
の
雨
で
外
で
の
開
催
が

あ
や
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
テ
ン
ト
を

用
意
し
て
ス
タ
ー
ト
。
か
け
っ
こ
競

技
や
、
大
玉
転
が
し
、
玉
入
れ
競
争

な
ど
の
ほ
か
、
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
、

絵
本
の
国
か
ら
こ
ん
に
ち
は
、
ピ
ー

タ
ー
パ
ン
の
大
冒
険
な
ど
様
々
に
趣

向
を
凝
ら
し
た
も
の
や
親
子
で
参
加

す
る
親
子
競
技
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。会

場
内
は
小
雨
ま
じ
り
の
天
気
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
園
児
た
ち
の
元
気

な
声
や
、
駆
け
つ
け
た
親
や
祖
父
母

た
ち
の
声
援
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

│
勢
至
保
育
園
で
運
動
会
ご
っ
こ
│

▲お母さんがんばれがんばれ…
（３才親子競技「おむすびころりん」）

▲菜の花の刈り取りに汗を流すオランの会の
メンバーら

６
月
12
日
、
赤
石
浜
海
水
浴
場
緑

地
広
場
、
丸
大
機
工
株
式
会
社
前
で

オ
ラ
ン
の
会
（
仁
賀
保
バ
イ
オ
マ
ス

利
用
推
進
会
）
が
菜
の
花
の
刈
り
取

り
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー

ら
が
成
熟
し
た
種
を
付
け
た
菜
の
花

を
鎌
や
草
刈
り
機
で
丁
寧
に
刈
り
取

り
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
18
日
に
は

種
採
り
が
行
わ
れ
、
た
た
い
た
り
、

踏
ん
だ
り
し
て
さ
や
か
ら
種
を
出
し

て
い
ま
し
た
。

こ
の
菜
の
花
事
業
は
「
菜
の
花
で

車
が
走
る
」
ま
で
を
体
験
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
、
７
月
31
日
に
は
種
の

油
し
ぼ
り
と
試
食
会
、
８
月
に
は
車

の
走
行
見
学
会
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

│
オ
ラ
ン
の
会
│

６
月
12
日
、
岡
の
谷
地
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
町
内
８
チ
ー
ム
が
参
加
。

打
っ
て
、
投
げ
て
、
走
る
。
白
球
を

追
い
か
け
、
爽
や
か
な
汗
を
か
い
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

■
大
会
結
果

金
浦
町
に
在
住
す
る
次
の
方
々
が

全
国
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
、
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

◇
全
国
高
校
総
合
文
化
祭

（
青
森
県
五
所
川
原
市
）

７
月
30
日
〜
31
日

○
由
利
高
校
民
謡
部

佐
　
藤
　
桂
　
菜

（
３
年
）部
長

越
　
川
　
美
　
穂

（
３
年
）

三
　
浦
　
由
　
里

（
３
年
）

齊
　
藤
　
志
　
保

（
２
年
）

◇
全
国
高
校
総
体
（
千
葉
県
）

８
月
１
日
〜
５
日

○
由
利
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

三
　
浦
　
愛
　
佳

（
３
年
）主
将

８
月
６
日
〜
10
日

○
由
利
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

佐
　
藤
　
菜
　
美

（
２
年
）

８
月
１
日
〜
７
日

○
西
目
高
校
ボ
ク
シ
ン
グ
部

ラ
イ
ト
級

齊
　
藤
　
　
　
真

（
３
年
）

◇
東
北
高
校
選
手
権

６
月
25
日
〜
26
日

○
本
荘
高
校
柔
道
部
　
100
㎏
級

越
　
川
　
辰
　
一

（
２
年
）

│
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
│

八
町
内 

大
　
竹 

黒
　
川 

六
町
内 

前
　
川 

四
町
内 

一
町
内 

五
町
内 

優勝 大竹 

174

43

0 8

109

73 110 310

▲フルスイング!!

全
国
大
会
へ
出
場

本
荘
由
利
陸
上
競
技
大
会

（
会
場
　
水
林
陸
上
競
技
場
）

■
小
学
校
大
会

◇
５
年
男
子
１
０
０
Ｍ

齋
　
藤
　
圭
　
祐

（
５
年
）

第
３
位
　
　
　
１
５
秒
０
０

◇
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

須
　
田
　
　
　
光

（
６
年
）

第
５
位
　
　
　
５
１
Ｍ
７
２

◇
女
子
４
×
１
０
０
Ｍ
リ
レ
ー

鳥
　
潟
　
　
　
蘭

（
６
年
）

伊
　
藤
　
真
理
絵

（
６
年
）

柴
　
田
　
道
　
子

（
６
年
）

佐
　
藤
　
　
　
遥

（
６
年
）

第
７
位
　
　
　
　
６
１
秒
３

■
中
学
校
大
会

◇
共
通
男
子
走
り
高
跳
び

佐
々
木
　
　
　
鴻

（
３
年
）

第
２
位
　
　
　
　
１
Ｍ
５
９

◇
共
通
男
子
砲
丸
投
げ

三
　
浦
　
嘉
　
孝

（
３
年
）

第
２
位
　
　
　
１
０
Ｍ
５
９

◇
男
子
四
種
競
技

佐
々
木
　
信
　
哉

（
３
年
）

第
２
位
　
　
１
、
５
８
９
点

◇
２
・
３
年
生
１
５
０
０
Ｍ

白
　
瀬
　
喬
　
彦

（
３
年
）

第
４
位
　
　
４
分
５
４
秒
５

◇
２
年
男
子
１
０
０
Ｍ

齋
　
藤
　
啓
　
介

（
３
年
）

第
５
位
　
　
　
　
１
２
秒
８

さんさんさん

さんさんさんさんさんさんさんさん

さんさんさんさんさんさんさんさん
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総務課（行政係、人事秘書係、総務係） 
企画課（企画統計係、広報公聴係、地域交流推進係） 
財政課（財政係、検査管理係、管財係） 
税務課（市民税係、資産税係、国保税係、納税係） 
情報システム課（情報管理係、情報化推進係） 
会計課（会計係） 
（市民班、農林水産班、建設班、商工観光班、福祉班、教育班） 
国体推進室（総務係、推進係）　 
事務局（庶務係、議事調査係） 

事務局（事務局係） 

事務局（事務局係） 

市　長　　　　　助　役 
 
 
 
 
　　　　　　　　収入役 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　企業管理者 

総務部 
 
 
 
 
 
市民サービスセンター 

象潟庁舎 

市民課（戸籍住民係、国保年金係） 
生活環境課（生活安全係、環境衛生係（簡水、斎場、処分場）） 
清掃センター（総務係、業務係） 
健康福祉課（高齢者支援係、介護保険係） 
　健康増進係　　仁賀保保健センター、金浦保健センター、象潟保健センター 
福祉事務所（総務係、保護係、福祉係） 
診療所（医療科、事務室）　　院内診療所、小出診療所 
（総務班、税務班、農林水産班、商工観光班、建設班、教育班） 

市民部 
 
 
 
 
 
 
市民サービスセンター 
 

管理課（総務係、経理係） 
事業課（水道係、ガス係）　　金浦事業所、象潟事業所 
熱量変更推進室（計画総務係、計画調整係、地区分割係） 

ガス水道局 

仁賀保庁舎 

農林課（農政係、林務係、生産振興係） 
農漁村整備課（水産係、土地改良係） 
商工課（商工振興係） 
観光課（観光係、公園係） 
建設課（計画管理係、建設係） 
都市整備課（都市整備係、公営住宅係） 
下水道課（管理係、事業推進係）　　クリーンセンター 
（総務班、税務班、市民班、福祉班） 
事務局 

産業建設部 
 
 
 
 
 
 
市民サービスセンター 

総務課（総務係、施設管理係）　　小中学校 
学校教育課（学校教育係）、（学校給食係）　　学校調理場（仁賀保）、金浦共同調理場、象潟共同調理場 
社会教育課（生涯学習係、文化振興係、社会体育係） 
文化財保護課（文化財保護係、文化財調査係）象潟郷土資料館 
仁賀保公民館、金浦公民館、象潟公民館（管理係）（仁賀保体育館、金浦体育館） 
フェライト子ども科学館（科学館係） 
図書館（図書館係） 
白瀬南極探検隊記念館（記念館係） 
仁賀保青少年ホーム、金浦青少年ホーム（ホーム係） 
象潟体育館（体育館係） 
Ｂ＆Ｇ海洋センター（Ｂ＆Ｇ係） 

教育次長 

総務課（総務係、庶務係、予防係、保安係、警防係、施設係、通信係） 
予防課 
警防課 
通信指令課 
　　第１係（警防係、予防係、保安係、庶務係、機械係、通信係、救急係、救助係） 
　　第２係（警防係、予防係、保安係、庶務係、機械係、通信係、救急係、救助係） 

消防本部 
（消防長） 

金浦庁舎 

市 議 会 

選挙管理委員会 

監査委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
農業委員会 
 
　 
教育委員会　　教　育　長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　 
　　　　　　　消　　　防 

消防署 

にかほ市の組織機構図が決まりました 
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学生納付特例制度について
～申請により認められると保険料が後払いできる制度があります～

国民年金の保険料は、職業や収入などにかかわらず月額13,580円です。
しかし、20歳以上の学生の方などは一般的に所得がないため、学生本人が保険料を納付することは困

難です。
保険料の納付は、将来の給付につながる大切な義務ですが、納付することが困難な場合、この手続き

をせずに保険料を未納のままにしておくと、万一のときの障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられなく
なってしまいます。
学生納付特例制度は、申請した月の属する年度の４月に遡及して認められますが、万一の場合に備え

て早めの手続きをお勧めします。また、学生であるうちは、毎年申請できますので、忘れずに手続きを
してください。

◆手続きに必要なもの◆　
①年金手帳
②学生証又は在学証明書（入学前の場合は、入学証明書など）
③前年に所得がある場合は所得証明書

金浦町における交通事故発生状況

あなたは「面倒だから」「すぐ近くだから」とい
う理由で、シートベルトを着用しないという安易な
気持ちを持っていませんか。
また、同乗の子供がチャイルドシートを「嫌がる」

「取り付けが面倒だ」等の理由で、着用を省略して
いませんか。
◆シートベルトの着用は…
™安定した運転姿勢が保たれ、事故の危険に直面したと
きにハンドル、ブレーキ等の操作が行い易い。
◆チャイルドシートの使用は…
™日常の運転による発進、ブレーキ、カーブ時の衝撃や
振動を吸収し、万一の衝突時にも衝撃をやわらげ、幼
児を守る効果があります。

™時速40キロで正面衝突した場合、子供の体重は瞬間的
に約30倍にもなり、抱っこ等では支えきれません。

シートベルト いつも乗るたび 乗せるたび
～愛児を守る　チャイルドシート～

金浦駐在所
「セーフティロード金浦」
～めざせ交通事故のない町～

笑顔印 笑顔印 

区　分 5月中の事故 平成17年累計
（１～５月）

平成16年累計
（１～５月）

０件 ８件 ７件
０人 ０人 ０人
０人 12人 11人
２件 20件 28件

件 数
死 者
傷 者

物損事故

人
身
事
故

自衛官採用制度説明会のお知らせ

◇日　　時◇　７月27日（水）13:00～15:00

◇会　　場◇　金浦町勤労青少年ホーム

◇説明内容◇　防衛医科大学校・防衛大学校
看護学生・航空学生
一般曹候補学生・曹候補士
２等陸、海、空士・その他

◇対 象 者◇　来春高校、大学卒業予定者及びその
父兄等
18歳以上27歳未満の方

学生納付特例制度の３つのポイント
１．学生本人の前年の所得が118万円以下の場合は、申請により保険料の納付が猶予されます。
２．学生納付特例の対象となる「学生」とは、大学、短期大学、高等専門学校、専門学校及び各
種学校（１年以上の課程）、学校教育法に規定する予備校などをいうほか、学校教育法に規
程する夜間部、定時制課程及び通信制課程に在学する学生も対象になります。

３．学生納付特例を受けた期間は、年金を受けるために必要な資格期間として算入されます。た
だし、10年以内に保険料を納付（追納）しない場合は、年金額の計算には算入されません。
卒業し、収入を得るようになったら忘れずに追納しましょう。

詳細については、由利本荘募集事務所まで

TEL.0184-22-3479
E-mail plo-honjo@gold.ocn.ne.jp

Vol.64
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◆日　時 ７月26日c
◆場　所 保健センター
◆受　付 ４カ月児　　13：00～13：10

７カ月児　　13：10～13：20
10カ月児　　13：20～13：30
12カ月児　　13：30～13：40

◆対　象 平成16年７月、９月、12月、平成17
年３月に生まれた乳児と前回の健診
を受けられなかった乳児

◆持ち物 母子健康手帳、アンケート票
※４カ月児、７カ月児健診の対象者は、離乳食
講習がありますので、受付時間に遅れないよう
にお願いします。また、「おんぶひも」があり
ましたら持参してください。

◆日　時 ７月14日e 9：00～12：00
◆場　所 保健センター（健康指導教室）
◆対　象 乳幼児とその家族
※お菓子、ジュースなどはご遠慮ください。

◆日　時 ７月11日b 9：00～11：30
◆場　所 保健センター
※健康づくりや介護に関することなど、保健師
による相談会です。どなたでもお越しください。

☆4.7.10.12カ月児健診☆

☆保健センターで遊ぼう☆

☆健康よろず相談☆

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
国
等
の

役
所
の
仕
事
や
仕
事
ぶ
り
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受

け
付
け
、
解
決
を
図
る
と
と
も

に
、
制
度
や
行
政
運
営
の
改
善

を
図
る
、
い
わ
ば
「
行
政
と
住

民
の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き

７
月
８
日
f

14
時
〜
16
時

■
と
こ
ろ

元
気
百
歳
館

■
金
浦
町
行
政
相
談
員

佐
藤
　
慈
明

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

秋
田
県
生

涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
行
わ

れ
た
秋
田
県

生
涯
学
習
奨

励
員
協
議
会
総
会
に
お
い
て
、
佐

藤
昭
一
さ
ん
（
浜
の
田
）
が
県
功

労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
書
の
特
技
を
通

し
て
町
民
の
実
技
指
導
に
当
た
る

と
と
も
に
、
郷
土
芸
能
で
あ
る
金

浦
神
楽
の
役
員
と
し
て
、
生
涯
教

育
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
と
文
化

の
心
を
広
め
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
８
年
か
ら
現
在
ま
で
８
年
間
本

町
の
生
涯
学
習
奨
励
員
に
委
嘱
さ

れ
、
金
浦
町
の
芸
術
文
化
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
田
県
生
涯
学
習
奨
励
員

県
功
労
者
表
彰

佐
藤
昭
一
さ
ん（
浜
の
田
）が
受
賞

平
成
17
年
度
の
自
衛
官
募
集
相

談
員
に
池
田
良
一
さ
ん
（
岡
の
谷

地
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

自
衛
官

募
集
な
ど

に
つ
い
て

気
軽
に
ご

相
談
く
だ

さ
い
。

T

３
８
│

３
５
８
８

自
衛
官
募
集
相
談
員
に

池
田
良
一
さ
ん（
岡
の
谷
地
）

▲委嘱状を受け取る池田さん（左）

「商工会地区共通商品券発行」
7月4日よりスタート！

商工会では、平成17年度の新たな事業として、
象潟町･金浦町･仁賀保町の加盟店で使用できる
共通商品券を発行します。ぜひご利用ください。

事業の概要

◆販 売 総 額　　30,000,000円
◆商品券の額面　　1,000円券
◆購入限度額　　１人１口（10,000円）～５口

（50,000円）まで
◆プレミア付商品 購入額に10％のプレミアを付け

て消費者に販売　（50,000円で
55,000円分の商品券が購入で
きます）

◆販 売 窓 口　　象潟金浦仁賀保商工会
金浦本所　　T38－3350
象潟支所　　T43－3450
仁賀保支所　T36－3507

◆販 売 日 時　　７月４日b～７月15日f
午前９時～午後５時まで

７月９日g
午前９時～午後３時まで

７月10日aは販売しません。
※販売期間中完売時点で終了させていただき
ます。電話での受付は行いません。

◆有効利用期限　　商品券発行から６カ月以内

次のような時ご利用ください
™地元加盟店でのお買い物に！
™お中元、お歳暮など贈答品として！
™冠婚葬祭のお返しに！
™社内、地区行事の景品に！

注意事項
™地区加盟店でのみ利用できます
™商品券は現金と同じ扱いとします
（つり銭は出しません）

™現金とお引き換えはいたしません
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石船　青
そ

空
ら

（花潟）

まだ兄弟のいない青空ですが、我
が家の愛犬りゅう君を弟の様に可愛
がってくれるしっかり者で心の優し
い女の子です。

「
は
な
び
を
み
て
い
る
よ
」

川越　　陸
りく

（高森）

陸は電車が大好きな男の子。
プラレールの線路を組み立てて、毎日
新幹線や貨物列車などを走らせて遊んで
います。妹の面倒も良くみてくれる優し
いお兄ちゃん。将来は電車の運転士さん
になると今からはりきっています。

「
恐
竜
に
の
っ
て
る
よ
」

佐々木紘
ひろ

雅
まさ

（花潟）

四人兄弟の末っ子。
上にもまれ、たくましく育ってし
まいました。最近は自転車となわと
びにはまり、毎日パワー全開!!
怪我をしないよう程ほどに…ネｯ！

「
リ
レ
ー
し
て
い
る
と
こ
ろ
」

私
の
将
来
の
夢
は
、
歌
手
に
な
る
こ

と
で
す
。
理
由
は
、
歌
が
と
て
も
好
き

で
四
年
生
の
時
か
ら
友
達
と
一
緒
に
歌

っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
歌
を
作
っ

た
り
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

私
は
元
気
が
出
る
歌
を
歌
っ
て
、
み
ん

な
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
す
る
歌
手
に
な

り
た
い
で
す
。

友
達
と
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な

歌
を
歌
っ
て
、
歌
手
に
な
る
と
い
う
夢

の
実
現
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

松村瑛
え

梨
り

香
か

（岡の谷地）

僕
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
跡
を
継
い

で
漁
師
に
な
り
た
い
で
す
。

き
っ
か
け
は
、
毎
日
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
漁
を
し
て
が
ん
ば
っ
て
や
っ
て
い
る

姿
が
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
も

「
漁
師
に
な
れ
よ
」
と
言
わ
れ
た
か
ら

で
す
。
僕
は
き
っ
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を

超
え
る
立
派
な
漁
師
に
な
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

柴田　港
こう

司
じ

（高森）

僕
は
、
ど
こ
か
の
野
球
チ
ー
ム
の
オ

ー
ナ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
い
つ
も
一
番
眺
め
の
い

い
と
こ
ろ
か
ら
誰
が
ど
ん
な
活
躍
を
し

て
い
る
か
見
れ
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら

僕
は
体
力
を
つ
け
て
、
会
社
で
大
活
躍

を
し
て
お
金
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
っ
て
球

場
を
買
い
た
い
で
す
。

僕
は
、
夢
が
叶
っ
た
ら
選
手
た
ち
と

握
手
を
し
て
、
と
て
も
幸
せ
な
気
分
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 伊藤　圭

けい

吾
ご

（赤石）

私
の
将
来
の
夢
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。

そ
の
わ
け
は
、
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と

が
好
き
だ
か
ら
で
す
。
い
つ
か
自
分
の

店
を
出
し
て
、
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
し
た

服
を
売
る
の
が
理
想
で
す
。
し
か
も
そ

の
服
を
お
客
さ
ん
が
買
っ
て
く
れ
る
と

う
れ
し
い
で
す
。

今
か
ら
で
き
る
こ
と
は
、
た
ま
に
自

分
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
服
を
紙
な
ど
に
書

く
こ
と
な
の
で
、
暇
さ
え
あ
れ
ば
そ
れ

を
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

柴田　道
みち

子
こ

（赤石）

金
浦
町
公
民
館
を
会
場
に
、「
伝

え
た
い
料
理
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
手
作
り
料
理
の
良
さ
を

再
認
識
し
よ
う
と
金
浦
町
公
民
館
が

主
催
す
る
も
の
で
６
月
か
ら
７
月
に

か
け
３
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

第
一
回
目
は
「
米
の
粉
料
理
」
で
、

「
も
ち
草
入
り
う
ぐ
い
す
餅
」、「
か

し
わ
餅
」「
こ
な
ま
す
」
を
作
り
ま

し
た
。
ま
た
第
二
回
目
は
「
う
ど
ん

打
ち
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

第
３
回
目
は
、
７
月
４
日
に
開
催

さ
れ
「
笹
巻
き
」
を
作
る
予
定
で
す
。

伝
え
た
い

料
理
講
習
会
を
開
催

▲講習会での様子（第１回米の粉料理）

か
ん
が
る
ー 

組･

き
り
ん 

組
の
お
と
も
だ
ち 伊藤　夏

なつ

稀
き

（岡の谷地）

夏の太陽のようにまぶしいくらい
の笑顔の夏稀。
元気いっぱいだね。この頃はムシ
キングに夢中みたいです。

「
な
わ
と
び
し
て
い
る
よ
」



元
工
作
員
が
初
め
て
明
か
す
、
テ
レ

ビ
で
は
言
え
な
い
真
実
。
拉
致
実
行
犯

の
ナ
マ
の
声
、
北
朝
鮮
で
の
新
た
な
目

撃
情
報
、
日
朝
交
渉
の
デ
タ
ラ
メ
ぶ
り
、

帰
国
者
が
話
せ
な
い
秘
密
…
。

横
田
夫
妻
と
の
対
談
も
収
録
。
巻
末

に
拉
致
被
害
者
特
別
失
踪
者
リ
ス
ト
を

掲
載
。

『新証言･拉致』
～横田めぐみを

救出せよ！～
安明進／著
広済堂出版

フ
ジ
テ
レ
ビ
系
金
曜
エ
ン
タ
テ
イ
ン

メ
ン
ト
で
放
映
さ
れ
た
「
天
国
で
君
に

逢
え
た
ら
」
の
著
者
が
、
余
命
宣
告
期

限
を
超
え
て
１
８
８
日
、
最
期
ま
で
綴

り
つ
づ
け
た
命
の
記
録
。

『ガンに生かされて』

飯島夏樹
新潮社

疲
労
回
復
、
美
容
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、

料
理
、
掃
除
、
洗
濯
な
ど
、
重
曹
で
キ

レ
イ
に
健
康
、
重
曹
パ
ワ
ー
で
暮
ら
し

清
潔
。「
塩
」
と
同
じ
く
ら
い
の
安
全

性
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る
重
曹

を
上
手
に
使
い
こ
な
す
コ
ツ
を
紹
介
。

重
曹
達
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
掲
載
。

『重曹が効く！』

主婦と生活社

ゆ
う
き
は
大
好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
大
切
な
「
ひ
み
つ
＝
願
い
」
を
か
な

え
る
た
め
に
、
き
き
み
み
ず
き
ん
を
か

ぶ
っ
て
お
宮
の
森
に
む
か
い
ま
す
。
そ

し
て
…
。
生
き
て
い
く
元
気
が
わ
く
絵

本
。

『ひ・み・つ』

たばたせいいち
童心社

と
び
ら
を
ぬ
け
て
、
壮
大
な
空
想
の

世
界
へ
…
。
想
像
上
の
国
「
ナ
ル
ニ
ア
」

の
誕
生
か
ら
滅
亡
ま
で
を
描
き
、
世
界

中
で
愛
さ
れ
て
き
た
長
編
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
。
新
た
に
画
家
ベ
イ
ン
ズ
自
身
の

彩
色
に
よ
る
カ
ラ
ー
イ
ラ
ス
ト
を
添
え

て
刊
行
す
る
。
06
年
映
画
公
開
予
定
。

『ナルニア国物語』
～ライオンと魔女～

C.S.ルイス
岩波少年文庫
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高
原
の
ひ
ば
り
は
一
日
さ
え
ず
り
て

空
に
遊
べ
り
人
見
る
中
で越　

川
　
キ
エ
コ

我
が
畑
の
桐
の
木
立
は
花
咲
か
せ

ぼ
た
ぼ
た
散
ら
し
葉
を
広
げ
た
り

越
　
川
　
　
　
武

初
夏
の
陽
を
浴
び
つ
つ
庭
の
石
の
上

孕
め
る
猫
は
ひ
た
す
ら
眠
る

高
　
橋
　
卯
　
治

誕
生
日
息
子
の
送
っ
た
紫
陽
花
は

明
る
く
鮮
や
か
心
和
ら
ぐ佐　

藤
　
恵
美
子

踏
ま
れ
て
も
な
お
踏
ま
れ
て
も
雑
草
は

根
強
く
春
に
小
花
咲
か
せ
り

佐
　
藤
　
つ
や
子

笠
取
り
て
手
拭
い
取
り
て
畦
に
座
し

蛙
の
声
聞
き
夕
映
え
眺
む今　

野
　
坂
　
記

鉄
せ
ん
の
咲
く
窓
開
く
父
の
日
に

廻
り
来
る
思
い
供
膳
に
語
り
つ

須
　
藤
　
恵
美
子

昨
年
も
今
年
も
忙
し
庭
仕
事

草
木
も
我
も
生
き
て
る
証森　

　
　
と
し
子

急
ぐ
身
を
や
さ
し
く
押
さ
え
臨
海
の

松
風
さ
や
か
菜
の
花
通
り佐　

藤
　
幸
　
一

梅
雨
入
り
の
野
山
を
行
け
ば
彼あ

方ち

此こ

方ち

に

白
く
可
愛
き
野
薔
薇
は
招
く細　

田
　
文
　
夫

金
浦
短
歌
会

◆児童扶養手当とは・・・
父母の離婚などにより、父と生計を同じくして

いない児童、または父が障害者である場合の児童
に対して、その家族の生活の安定と自立に役立つ
よう手当を支給し、児童の福祉の増進を計ること
を目的として支給される手当です。

○手当を受けることができる人（児童扶養手当）
対象となる児童（18歳に達する日以後の最初の

３月31日までの間にある者、または政令で定める
程度の障害の状態にある者は20歳未満まで）を監
護している母や、母にかわってその児童を養育し
ている人に支給されます。ただし、公的年金を受
けることができる人には支給されません。
また、児童扶養手当を受ける権利があっても申

請しないと受給できません。
◆特別児童扶養手当とは・・・

精神又は身体に障害のある20歳未満の児童につ
いて、児童の福祉の増進を計ることを目的として
支給される手当です。

○手当を受けることができる人（特別児童扶養手当）
20歳未満で身体又は精神に政令で定める程度の

障害のある児童を監護する父、もしくは母又は父
母にかわってその児童をを養育している人です。
ただし、児童が福祉施設等に入所している場合や
障害を事由として公的年金を受けることができる
場合は支給されません。

※この制度について詳しく知りたい方は、下記の
ところまでお訪ねください。

¡金浦町健康福祉課（保健センター内）T38-4200
¡由利地域振興局福祉環境部 T22-5434
¡秋田県健康福祉部子育て支援課T018-860-1345

すでに認定を受けている方は、8月1日から8月31日
までの間に現況届（特別児童扶養手当は、所得状況
届）を知事に提出することが義務付けられています。
期間中に届け出なければ、支給が差し止められるこ
とがありますので期間内に必ず提出してください。

児童扶養手当・特別児童扶養手当制度 児童扶養手当・特別児童扶養手当制度 児童扶養手当・特別児童扶養手当制度 



熊
　
谷
　
　
　
岬

（
裕
悦
）高
　
森

池
　
田
　
　
　
陽

（
美
彦
）前
　
川

佐
々
木
　
　
　
弘

（
塩
焚
浜
）

佐
　
藤
　
真
理
子

（
前
　
川
）

加
　
藤
　
祐
　
輔

（
頃
　
田
）

谷
　
夏
　
美

（
由
利
本
荘
市
）

伊
　
藤
　
エ
ツ
子

（
63
歳
）浩
寿
苑

須
　
田
　
シ
　
ン

（
103
歳
）十
二
林

菅
　
原
　
ナ
ツ
エ

（
94
歳
）高
　
森

三
　
船
　
ス
ミ
ヨ

（
86
歳
）大
　
竹

須
　
藤
　
　
　
愛

（
71
歳
）大
　
竹

須
　
藤
　
ゆ
　
さ

（
97
歳
）鳥
長
根

・
本
　
多
　
　
　
剛
　
様
（
金
　
浦
）

・
翔

陽

千

会
　
　

様

・
神
　
戸
　
博
　
子
　
様
（
高
　
森
）

・
伊
　
藤
　
　
　
元
　
様
（
南
金
浦
）

・
三
　
船
　
彦
太
郎
　
様
（
大
　
竹
）

＊
こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
・
編
集
　
秋
田
県
金
浦
町
役
場
企
画
室
　
1（
〇
一
八
四

）三
八
｜
四
三
◯
◯
　
秋
田
県
由
利
郡
金
浦
町
金
浦
字
花
潟
九
三
｜
一
　
■
印
刷
所
　
酒
田
市
新
橋
一
丁
目
　
北
星
印
刷
株
式
会
社

ほ
っ
と
一
息 

テ
ィ
ー
タ
イ
ム 

３日a 象潟駅前皮フ科（T43-5252）
10日a 池田医院 （T43-3106）
17日a さいとうクリニック（T43-3105）
18日b 加藤医院 （T35-2543）
24日a 金病院 （T43-5522）
31日a 木村医院 （T43-3308）

休日応急診療在宅当番医町の人口・世帯
平成17年５月31日

※人　口

男 2,341人

女 2,630人（減２）

計 4,971人（減２）

※世帯数

1,585戸
※象潟町役場（143－3200）でご確認ください。
診療時間は9時～12時です。象潟町医師会

●
広
報
紙
に
載
せ
て
ほ
し
く
な
い
方
は

届
け
出
の
際
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
広
報
「
こ
の
う
ら
」
は
音
読
テ
ー
プ

も
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
企
画

課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

Ô月お知らせカレンダー

ち
ゃん

さん

さん
さん

（

ち
ゃん

み
さ
き

は
る

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15

にこにこ 保健センターで遊ぼう（9:00～12:00）

第25回仁賀保町･金浦町･象潟町合併協議会
金浦町勤労青少年ホーム（13:30～）

エアロビクス教室　保健センター （10:00～）

健康相談　元気百歳館 （12:30～13:30）
お達者会　元気百歳館 （13:30～15:30）

エアロビクス教室　保健センター （10:00～）
健康相談　保健センター （9:30～11:30）
生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）
結核検診　保健センター （9:30～10:30）

４・７・10・12カ月児健診　保健センター
お達者会　元気百歳館 （13:30～15:30）

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）
お話し会　町立図書館「こぴあ」幼児室

（10:30～11:00）

ＪＡミニディサービス　元気百歳館（10:00～）

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）
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お
た
ん
じ
ょ
う

お
め
で
と
う

慶
弔
だ
よ
り平

成
17
年
５
月
16
日
〜

平
成
17
年
６
月
15
日

ご
　
結
　
婚

お
め
で
と
う

金浦町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/copia

（

さん さん

さんさんさん

■CO
O
L
BIZ

（
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
）

皆
さ
ん
、「
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
」
と
い
う

言
葉
、
最
近
良
く
耳
に
す
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
28
℃
の
冷
房
で
も
涼
し
く
効
率
的

に
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
「
夏
の
軽

装
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
の
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
は
京
都
議
定
書
の

発
効
を
受
け
政
府
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
地

球
温
暖
化
防
止
「
国
民
運
動
」（
チ
ー
ム

マ
イ
ナ
ス
６
％
）
の
一
環
と
し
て
環
境
省

が
夏
の
オ
フ
ィ
ス
の
冷
房
設
定
温
度
を

28
℃
程
度
に
す
る
こ
と
を
広
く
呼
び
か
け

て
い
る
も
の
で
す
。

さ
て
、
当
役
場
で
は
今
の
と
こ
ろ
私
一

人
し
か
実
行
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
暑
く
な
り
ま
す
。
こ

の
先
何
人
の
方
々
が
実
行
し
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
か
？
皆
さ
ん
の
職
場
で
は
ど
う
で

す
か
？
（
ｐ
６
〜
７
も
見
て
ね
）

さん さん

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
し
ま
す

社
協
一
般
寄
付
金


